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B 153　　冲純北部にお･1 る海神聚う着装i-~つ，ヽで

　　　　琉球匁　散,t　　　　疲口文子

　　　　尺谷女子短大　被服　橋本そ栄｡子

　目的　沖縄の各一巾町村で行わ-iペマヽヽる年中行季の-つに海神緊*>"' あら。全ih 各地zヽ旧暦

り5 月,｀G n に行われ･i 。祈願≪海の幸. 海上安全，村民の健康L平和をれる行争でヽ■, 行

争の中７ヽt 欠びヵ‥) な緊の― つである。県内，県外共に名高い部落i-J 南弩・）糸満の'い)
－

(競艇），北部で･は火宜岐村塩屋のウンジフミ（海神祭）が代友的でヽおる。特,い^屋のり

レジ-?ミI* 古代社を時代の習慣を伝統八。しt 神女恚が伝7lcし，他村t 漠') . 神前でり神It

等の追装^行it) rt移動イ石神T シマベ｀で(?) 曼化に特色h-^｀えられる。衣at 犯は神なのfej 衣£

ヒ行動につい１考察を･i る。

　方法　鷲用夜服の実物計測・素材の種類の調査■ 資料調査・神tr とのインタビュー・昔

　　　　n fit李y 現代の行李との比較

　結集　北部村落は平地*>"' 少乙，一山を背に前面i--海を抱いた部落X- ，海の幸・山の幸に忠ヽ

ま帆t. w いるが，交通の不便*ヽら中央t. の交流t 少く, 隣接間の交流もない社兪状を^･神

中心の'I?; 李i-J ほk. んど't わらなく変施a れていた. 塩屋りン>■ 7ミは也郷が-―つI- ？->
て

行わ飢ている。lLj のキの部落b- ら海n の塩屋マシアギi やてニつの神フし？ギ乞経るが神

女溥･^ 神託乞胱いr--い着に')し，ニ良a ・神Y シT ギI- ･^ 也れれ^形態の胴紀・轜心肺

顔し，下山には色良友の打ヵヽヽ1 ぞマヽヽかごtヽ塩屋･? シアギに下る.侍ち力ヽねT. ヽヽた庶,民は神

ｋし１拝み包沁られ又白衣差のれぬヽ吋に替とて最暖の儀式が行われて神す'A-の儀式H 終わ

る。伝永されも最欠行専I* 包友裳-tり子わih. るが.小規模の行李･i 日弟の洋式夜生活・･軋授

でヽ* * 嗜咳vsl 小｀汐< , 神中･v:.｀・ヽ行季にむ― Si の形% がもられi>。
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